




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































イ　再販商品売上げ低下 5 10．0 2 20．0 7 11．7 5 23．1
・　他店が安売り 16 32．0 6 60．0 22 36．7 8 61．5
ハ　消費者から苦情 8 16．0 1 10．0 9 15．0 1 7．7
二　その他 6 12．0 0 0 6 10．0 0 0
ホ　な　し 10 20．0 1 10．0 11 18．3 1 7．7
N　　　　A 5 10．0 0
・1 5 8．3 0 0
合　　　　計
















































































































































































































































軒　　数 ・2 ｯ・ ・【・t・
東　　京
ﾃ　　岡
XーノミF
13
R
4
20
U
4
11
P
1
2
0
1
37
T
5
8
5
4
1
0
1
4
0
3
合計1・・1・・i・31 ・i47・727
第12表　一店一帖合制について
、＼_i棘1静岡劉計1％
イ　面倒がなくて良い
ロ　仕方がない
ハ　昔からの習慣で無理
二　安く仕入れたい
ホ　わからない
　　N　　A
Q
ぱ
2
ρ
0
ρ
0
1
ρ
0
1
1
0
4
9
」
2
1
0
9
一
9
9
2
戸
0
ρ
0
9
臼
1
　1
3
3
0
4
3
0
30．1
26．0
12．　3
16．4
6．8
8．2
計
t・・1・・1・31731　i・・
ただし東京で「わからない」の回答には（問屋の
品切れの時不便）が含まれる。
けているが，契約後，仕入れ問屋数は現実に
どう変化しているか。第11表でみると，契約
前，一帖合であった小売業者は，20軒であっ
たのが，契約後47軒に増え，2帖合以上の小
売業者は46軒から，契約後，19軒に減り，生
産者の意図するところが実現する方向に動い
ている。
ま　　と　　め
　以上，再販売価格維持制度に関して，立法
上の趣旨と，経済情勢の変化に伴うその意味
の変化，乱売防止に果たすその役割の限界お
よび，再販売価格維持制度をめぐるケース等
につき，記述的な紹介を行なった。最後に，
本稿のまとめとして，つぎの諸点を指摘して
おきたい。
1．再販制度は，生産者の商標権の保護よ
　り，むしろ流通業者の適正利潤確保という
　観点から運用さるべき時点に立ちいたって
　いること
43
2．それが販売価格の硬直を招くことは，消
　費者の保護という観点から許容できず，生
　産者は量販の効果を，消費者への還元とい
　う意味で，小売価格の段階的低落を図るべ
　きこと
3．乱売は，再販制度の採用という制度的手
　段のみで終熔せしめることは不可能で，乱
　売発生の実体的要因の排除が，必須の前提
　条件となること
4．予想される小売業者の反発，とくにスー
　パーマーケットの反発は，生産者の強力な
　指導力で解決できること
5．再販制度の採用による当該商品の売上げ
　変化は，市場占拠率の大小と関係があり，
　とくに業界混乱の拾収という見地から，ト
　ップ・メーカーの責任が重いということ
6．再販制度は，永遠に維持さるべき制度で
　はなく，流通機構の近代化が実現されるま
　での過渡的制度と考えるべきこと
　流通機構が近代化され，卸段階数が減っ
て，一次卸商中心の卸機構が実現され，他
方，小売機構においても，大型化が進むと，
生産者としては，次第に流通段階別の価格の
固定された，現行の価格体系から，流通業者
の仕入れ数量に応じた弾力的な卸価格決定
（数量割引制）や，決済期間の違いによる卸
価格の違い（現金割引制度）等を導入してゆ
く必要に迫られるであろう。
　流通業者もまた，大量仕入れや早期支払い
による利益を獲得することに意欲をもち，そ
れが，さらに流通業者の経営近代化を促進す
る要因となろう。これは，流通段階別に固定
した価格体系を前提とする再販売価格維持制
度と，根本的に矛盾することになる。しか
し，流通業者の利潤意識が徹底すれば，過当
な価格競争への自粛も期待され，再販売価格
維持契約の援助を必要とする度合いも少なく
なるであろう。その意味からも，この制度は
流通機構の近代化に至る，1つの過渡的な制
度として理解する必要があると思われる。
